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ケルン束ff美術館蔵

花樹鳥獣蒔絵螺釧洋櫃
松 ~~ji 弥

1 . 概要

名 称 化樹、［訊吠蒔絵螺釧祥湘't

1,Tｷ 蔵 ケルン東洋美術節（ドイツ）

11 、~-: 代 17ｷIll: 紀 、江戸時イし

t」、: :1:.: ,11闊 1170cm 奥1i" 4 7 5cm j•,·:J 

修似 者松本逹弥 ~I t オ； ，l 繁

條復J:J)j所 ドイツ ・ ケルン束汗：美術館 修似ア トリ 工内

修似期間 ' , ,: )成 19 11=-10 J J (1 ヶ ） J) 

2. 形状・技法

I い (1 j に錠令」し、背 1 (1 j に媒番 、 1i1,jillll I (1 i に捉鑽、各角 に (

角 令 j し を 付 け，a} 0 

令ての 1 (1 i に 窓枠を設け、化而 、 ,i1,j側 I(1 i 、 1.:{ I I I 板 に は紅菜、橘、 4春、 ~: j ,ij 、枯梗な どの樹木や，閤化文、）Jじ

蝶、、鳥、狛Ii r などの、烏限文が付 く （ 図 1. 5 ) 。 1 『 I (1 i には必、朝尚'i の文様 、 1.:岱 1)、J /1 ! S には桜、柳に 3 羽 の 、 I. '.ふ

が拙かれて いる （図 2) 。 窓枠の仕切 りには）『 輪 I I (繋文、周 りには じ に繋文を廻 らす ( I 又 I 3.'1 ) 。

令具は一 ,\I S を除き 全て銅製の乳伯地、 炭(1j に令鍍令は·Mil ,認できない。 kイ i側 1 川 の捉匁 1 1 ·. め と 身の 内 ；¥IS 

側面の釘 I應しには菊文様が付 く 。 捉鑽止めと釘 I應しを除 き 仝て後補のものである 。

蒻絵技法は 、 金の平n寺絵と 銀の\ji. 蒔絵に透漆を涼っ た衣況と 、 一 部の化、呆')辺及びじ ' i t 、）『 恰 中繋 ｀ ＇

には鮒具の I I リ旱具が1史われている 。 仝ての文様には金の平蒔絵の付Ji'i'iが付く 。

3. 損傷状態

ドイ本

． ・作樅の 表 I (1 f 塗膜は全休に艶が無く 、 後袖によ るヨー ロ ッパ製の旅料が硲ら れ全イ本 に 、' .じ ずんで見 え

る 。 また、 迩ら れた迩料が劣化 し r'―l 濁化 している 。

． 錠金具、提鎖、角金具及び銅釘は、 全てヨ ー ロ ッ パでの作り替えである 。

I「．而

． 菟の正面中央のみじん岡きされた具は 、 剥腐m剥蕗が多く II 立っ。一部後世に張り）ノい された怜IS分があ

り 、 接着剤が溢れ貝も 乱雑に悩かれている為 、 非常に見苦しい状態である 。

． 雖の正而、 貝の剥落音I~分に、白い下地に銀色の塗料が塗ら れ、 その迩料に断文がある ( I吸18 ) 。

． 薔の甲板部分、 菱形枠内には後補で塗ら れた迩料の影罰で 、 塗膜が黒ずんで繭絵が見え崩mい状態で

ある 。

——] 
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. I, 品の i1 -: 1 r1ik側の角金具周辺は、漆叩l知や具の剥落が多くあり本地が露出 している ( I 又 1 7 ) 。

・ 身の ii ·: 1 ( 1i 、 I I I 央及び）， ：．側の如(1j 硲 /j災は 、 後袖で除ら れた硲料の劣化により 1 ' 1 濁化 して い る ( I 又 I 6 ) 。

・身の il ~ 1 (ij ドの治 /j災や具は浪lj /il!/涼lj 落が多く、浪lj 落した派/j如が I' ・ しこ浴ちている 。

・ I1-: 1(1 j ~i ド の角 令 J しの銅釘が3本紛失している 。

イ i側 I(ij 

・ 側 1 (1iの衣而喰)j災には 、 派られた砲料の彩椰で仝休に、1且ずみ、*がに提録）/;-J 辺の派）l災は状態が' /lむ · o

・ 化~: の角祁分の派）j災及び具は峨1J mm剥裕が多く 、具の剥落した名IS分には銀色の旅料で旅られている ( I :叫 11 3) 。

・身 の側 1(1i Iマ し こ は木地の桜介部に亀裂があり 、 その ）古］ 辺釦l莫は涼lj P-lH: 剥落が多くあ，… 。

/,:1!!1] I 面

・ 表而塗膜は、何）酔も硲られた硲料の彩態で蒔絵の金色が、1且味 を悩びている 。

・ 塗 )j莫及び只は剥淵J'. ::ik lj 洛が多< 11 立ち 、対而の右佃l而 より状態が、＇屈く、 触れるだけで剥落しそうな厄

険な状懇である 。

・側 1(1i ト の倹 )j莫は殆ど剥腐北 し 、本地桜介 i'i! S には亀裂を 1 1 .-_ じている 。

背而

． 器部分には、 如l災及び具 の剥・i約が多くあり、 一 t'dS ヨ ー ロ ッパ製冷料で修復されている 。

・ 菊の両錨惰IS分の記l災は剥淵履lj 落が多くあり状態は、＇屈し · o

・ 身の左側には、木地の接合祁に亀災がある 。

・ イ i側の蝶番の銅釘3本が紛失している 。

盗内側

• I人」側 には、本地の按合部と 息われる 1怜j所 に 2本の (Q.裂を 1 1 :_ じて いる 。

·)已(i1!lll 1(1 i に打祖による布l災の祖似がある 。

. J:{ 衣の錠金 j しの付け粋え I I 、~-: に i I :_ じに、釘による冷朕の樹偏がある 。

・ 内灼の如(1 j 冷 jj災にカビによると息われる朽れがある 。

身内側

・内側の表而御l莫は全て ヨー U ッパ製派料の硲り 直 しである 。

内部には、剥落 し た玲)l岱や具） 『、 そして埃が湘ま つている 。

4 修復仕様

視在、 11 本の文化JJ' の指祁のもと 1/ わオしてしヽる漆 I ・・ 文化財の保イ［修似 ）」．⑰Iｷ に則 り 、視状保1·.'滑瑾よを

) I~ 本に 1/ う 。 ただし 、 今年）如の修似は 、 II乍年）虻に 1 J: っ に修似の継続とし 、今年）迂はJ丘 イ i側而 を 『い．闊的

に修似作業を進めて 1 J: < -'-J j. し こ した 。 なお 、今年）文の修似作業 1 才',\は I' ・ 心に出する 。

5. 今年度の修復作業工程

今年度の作業 1 ・オ閑のイiN 認、 ＞

昨年）虹の作菜 I : 1哨 を 1 り潅(1且忍し 、視状の似みを ,, 和）,',j 介し今年）立に 1 1·· う 作 業 「．程を決定した 。
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＜ 修似前の記録写真撮影 ＞

修復作業を行う前に 、 修復前と修復後の比較が出来る よ う 写真撮影を行っ た 。

＜ 後補途料の除去 （ ク リ ー ニ ン グ）＞

昨年度に行 っ た後袖塗料を 除去する 溶剤テ ス ト を基に『11: テス ト を行い 、 除去する浴剤 を決巫しに

今年疫はj, :』 i側而 を重:,1¥ I'・内 に 後袖塗料の除よを行い、 表而漆塗や具の剥落しそうな危険な楊所を避

けて砲料除よ作業を進めてい っ た 。

なお 、 今年度は 3 人の方にそれぞれ 5 11111」 、 後袖途料·の除去（ク リ ーニ ング） を千·伝 っ て い /..:: Iこ い Iふ

硲料除上に使） IJ し た溶剤は、先ず 、 無水エ タ ノ ー ル に蒸留水を 50%ほど批ぜた浴剤 を 1 ( 1 j~ 伶に含 I•

とて硲料而に旅布 し後補旅料を膨潤 さ せた後 、 無水工 タ ノ ー ル に て拭 き 収 る ）j法で ク リ ー-=- ングを

1 」・っ tこ ( I 又 I 9. 10. 11. 1 2 ) 。

〉年炭の後補硲料の除去は 、 / 1~ イ i側 I(1 i 、 ,I~ 而盗の一部と正面身の一 吝ii) のク リ ーニ ング作菜が終 {

しに 。

＜ 漆冷股及び具 の峨lj ))Jjf;部分の膠桜ぶ;:

汀載の/1 ・・・ イ i イl[IJ I (位の如(1i漆釦l災や具 は、 かなり多く峨IJ /1-ll t:剥 落が 11 立っ 。 本米であれば後補激料の 1幼・

~-を 行 っ た後 、 浪IJ J/Jm した硲膜や具 の J.-1 冴'『· を 行 う べ き であるが、現状では後補硲料の除去作 〗どに

て 、 涼lj 腐If: した 部分の祖似 を 拡大す る恐れのあ る f,・,~, 所が多くあ っ た 。 よ って、粗似 を り えて

所は 、 先に剥淵噌: 1 s分を膠で接着· し 安定 を 汁 っ たう えで硲判除 L·作業を 11·· う こと に し に 。

) 1 : li 作 業は H斗脳 を 木枠内 に設 iiり し 、 竹 ひ ごの弾力 を 利） IJ した 芯張 りによ る ）I: 着 としに ， グじず 、

剥 浪llfi し に 刷l災 卜や具臼こエ タノ ー ルを含裟し膠の透りを 艮 くしてか ら 、 ''f1: に含ませた膠 を含は

た 。 なお 、 膠に も少 ：化 の 工 タ ノ ー ル を ）JI I え鼓透力 を 艮 く し て剥離噌IS分 に含汝し桜ぶi を 行 っに（図

14. 15. 16. 17. 18) 。

今年炭に J 1 :li した部分は、］ ・・・ イ i側 I (ij と 身 の背 I (ijが終 f した 。

＜ 修似作業終了の記録写真振彩 ＞

今年炭の修似作業 I :程 を終え 、 修復後の記録'1/真撮彩を 1 i・っ た ( Iメ I 19. 20. 21. 22. 23. 24 ) 。



化樹、1ふ獣 1/ぷ絵螺乳II (針II'[ 221 

.. ,,-デー•s: --• ,.-,-. ャ·---:―-—--一—-,..v,,,・｀ぷ．勺迂ぶc~~―-― T戸. .a:. 
,=~、‘• -.、 l. ,, ヽ~"•.-. J令'> t I 1.-: •• • , ¥ 

附、今:{{苓亙羹竺翌1.'露‘、/ , "¥-:, 
ヽ ｀＜ン· ヽ ヽ ・
·',·,、 ,, . -

: ：沿,,、沿ヽ(;_j a、苔竺？.. ,. . .、,'•.、．、'''"" "" "'"""' .. ''"' 'ヽヽ, , ' .、 9 ヽ 9 、"''""'、 ,'''''" ' " "., -ｷ —· —.'一--―――ユ—―..一--. 一,, ヽ、 六、＇‘～――-- - -, --ｷ;,-,-_-,-7'"7;, (: 、‘、_••. :、: .ｷ-- '沿沿如冷祁•,、 • ' ., 
叫'. ~. 心｀ヽ ,I • 

'、, . ;·、、 I -_l屈．．ゞ .j 、:/,: •. <、，＇，、‘
'ヽ；I'. : • .'ｷ, .. h、・:(, ;, < . • • • _-t , I ,• 

／、囀.·,-..ヽ灰 ,.:,,/C、，. -I', 

ヽヽ、い,(.::_□立」塁羞虹三乙>v)Y~_)·
. -~,-:-;-:-;~ 示ツヽ六｀・・ベ入―--,-,., 一心詞手，ぷ←).. • -ヽヽヽ ・. . -

` 
.~ 

図 1 修似前 ( II ~ 1 fli )

Fig. I 13clorc restoration (l"ront) 

111 2 fl多 'rli. 訃f (·1呼 1fli )

Fは 2 IJc l ・() I℃ restoration (hack) 

似13 イI参移i 廿り (.( i1llll 1(Ji) 

Fig. 3 lk 「o re restoration (right side) 
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図 7 修復1i1f fり令几周辿 担11Jj !'1IS分

f-if.!. 7 13 じ fo rじ n.:s t o ra ti on , damaged area around a cornじr 111 じ t a ! litt11111 F ig. 8 Bc lo rじ rcstorat i on , a pa rt r・じs tored i n t he past 

図 9 後補液料除去作菜 1j1

riu. 9 Removing coating film applied in the past rig. 10 Removing coating lilm appl i じd in the past 

図 1 2 後補塗料の除去 （上 除去前、 ド 除去後）

F ig. 1 1 Removing coating fi lm appl ied in the past (left: be fore removal, Fig. 1 2 Removing coati ng tｷi t m appl ied i n the past (lop : bcf<.) 1 ・じ remova l , 
right: after removal) bottom: after removal) 

I 



□
|
 化樹、烏闊籍絵螺念I ll i叶載 223 

Pig. I J Removing material from a past restoration 

Fiu. I 5 I rnprじgnating animal gluc 

Fie.. 17 Prcss-st.ibili/i1114 with shi111/wri sticks 
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I汁 g . 18 Removing animal gluc allじr press-stabilizing 
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図 23 後袖塗料の除去後

Fig. 23 After removal ofa coating material applied in the past 
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図 24 後補旅料の除去後

Fig. 24 After removal ofa coating material applied in the pas1 
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n the Restoration of 

rnamental Co_fler vvith Flower and Bird Design in Makie and Raden Techniques 

Tatsuva Matsumol 

ameo 「 th e object: Ornamental Cq[fer with Flower and Bird Design in Makie and Raden Tech111q11es 

ollection: Museum for Ostasiatische Kunst, Kain (Germany) 

Period o 「 m a nufacture: 17th century, Edo period 

Dimensions: Width 117.0cm Depth 47.5cm Height 57.5cm 

Restorers: Tatsuya Matsumoto, Shigcru Kitamura 

Place o 「 resto ra ti o n : Restoration Studio, Museum for Ostasiatische Kunst, Kain (Germany) 

Duration o 「 res tora ti o n: October 2007 (I month) 

1. Structure 

The co 「「e r is made o 「 wood and coated with urushi. IL has a dome-shaped lid. 〇 n the front is a metal 

lock and on the bacl 

herry tree and nowers, a willow tree and 

uti vc h a l 「:.. w hee l pattern and surrounded 

ration. Gold gilding 

n both sides and the nail 

11 the me ta l 行 llin gs other than 

Makie technique used include gold and silver /1irc111wkie with translucent urushi coating. /¥bal011 

hell pieces or medium thickness arc used on some o 「 th e flowers a n d 「ruils as well as on the interlinking 

ircles and consccutive half-whcel pallern. There are fine line drawings (tsukegaki) on the gold hirn111ak伊

fall the dcsi!.!n 

2. Conditions of damage 

Overall 

-The surla ating film of'the co 「l、e r lacks luster and appears dark due to the application of ヒuro pea n

al1ng material in the past. Moreover, that coaling material has deteriorated and become opaqu 

-The metal lock, hc1ndlcs, corner metal fillings and copper nails were all made in Europe and had been 

used to replace the original 
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Front 

-Many of the very small shell pieces scattered on the front center of the lid (mりingai) have bccom 

lifted or lost. Some of them have been reattached, but too much adhesive was used and the shell pieces 

were positioned carelessly, destroying the beauty of the coffer 

-. 、 il vc r coating material was used to coat the white foundation found on the front of the lid where th 

hell pieces had been lost, and there are microcracks on this coating (Fig.8). 

-vn Lhe top board of the lid, inside the rhombus-shaped cartouche, the coating film has become dark du'' 

to the coatingｷfilm that had been applied in the past, making it difficult to see the malcie decoration 

-The urushi coating film and the shell pieces on the area around metal fitting on the front l e 「l corner o 「

the I id have become detached and the substrate exposed (Fig. 7). 

ating ftlm that had been applied in the past on the front of the body has become opaqu 

nter and to the left due to deterioration (Fig.6). 

-The coating film and the shell pieces on the lower portion of the front o 「 th e body have become Ii 「led

r detached, and the detached coating film was found on the table on whi ch しh e co 「fe r was placed 

- , hrcc or the copper nails were missing from the metal fitting of the front lower right corner 

Right sid 

-The surface coating film has become dark and its condition is bad especially around the handl 

-There is much lifting and detachment o 「 th e coating film and the shells on the co rn c 「 0 「 th e I id. Parts 

where the shell pieces have fallen are coated with a silver coating material (Fig.13) 

-There are cracks on the joint or the substrate on the lower side face of the bodv. The coalin!r film 

around the crack have become lifted or detached. 

Lcl1 side 

-The gold color of the makie has become dark due to the many layers of coating material. 

-, irting and loss of the coating film and shell pieces are quite conspicuous, more so than on the rin:ht 

1dc. There is a great risk of their becoming detached and lost even with a slight contact. 

-Almost all of the coating film on the lower side have been lost and there are cracks on the joints of th 

ubstrat 

Back or the lid 

-Much of the coating film and the shell pieces on the lid have fallen and some areas have been restored 

with European coating material. 

-The condition of the coating film at both ends of the lid is not so good, there being much Ii 「lin g and 

lo 

-There are cracks on the joint of the substrate. 

-Three of the nails on the right hinge are missing. 

Inner side of the I id 

-There are two cracks on what is thought to be the joint of the substrate. 

-Coating film on the left and right side has been damaged, probably by the lid having becn hit by 

omething. 



i 

Ornarnental Coffer with Flower and Bird Design in Makie and Raden Techniques 227 

-The coating film was damaged by nails when the lock on the lid was replaced. 

-There are stains on the coaling film on the inner corner. These are considered lo have been made by 

fungi. 

Inner side o 「 th e body 

-The inner side o 「 th e body has been completely recoated with European coating material. 

ating film a nd 「ragments o 「 s h e ll pieces that had fallen as well as dust were found inside the co 「「e r

3. Restoration specification 

In accordance with the principle of conservation of urushi cultural properties that is conducted 

under the guidance of the Agency for Cultural Affairs, it was decided that the fundamental principle of 

restoration would be one of the maintenance of the present condition. Restoration work for fiscal year 

2007 consisted of the continuation of the work from the previous year. It was decided that focus would be 

placed on the left and right sides of the co 「fe r. Restoration process for this fiscal year is noted below. 

4. Restoration procedures for fiscal year 2007 

Confirming the procedures of restoration 

-Restoration procedures 「o r Lh is year was decided a 「le r reco n 「inning lhc work done lasl year and 

examining the condition o 「 d amage now. 

Photographs before restoration 

-Photgraphs were taken before beginning the work so that the co f「e r before and after restoration might 

be co 111 pa red. 

Removal of coating material from the past -cleaning 

-Solvents tested and used lo remove coating material applied in the past, work which was clone last year, 

was tested again in order lo select the solvent. This year th e 「ocu s or the work would be on the removal 

of the coating ma te ri a l 「rom the l e 「L and right sides. Care was taken to avoid places where there wa'ｷ 

risk of the urushi coating film or shell pieces becoming detached. 

-This year, 3 people were asked to h e lp 「o r 5 days each in removing (cleaning) the coating ma te ri a l 「rom

the past. 

-The first solvent used to remove the coating material was a mixture o 「 50% absolute ethanol in distilled 

water. A cotton swab was immersed in this solvent and used to so 「te n the coating surface. Then, 

absolute eしh a no l was used to wipe off the coating material (Figs. 9, I 0, I I, 12). 

-This year coating material that had been applied in the past was removed I i「0 111 the left and right sidw, 

part o 「 th e front lid and part or th e 「ro nt bod 

Rea ttaching しh e urushi coating fil111 a1id the shell pieces that had beco111e detached 

- , he surface urushi coating on the left and right sides o 「 th e co f「e r had become Ii fled or detached 

nsiderably. Normally, they would be reattached by applying pressure after the coating material 

applied in the past had been re111ovecl. However, since there were many places where there was fear of 

the damages beco111ing enlarged, it was decided that animal glue would be used to reattach and stabilize 
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those parts where the coating film and the shell pieces had become detached and where there was risk 

of further damage. Removal of the coating film was done after this. 

-For press-stabilizing, the coffer was placed in a wooden frame and the resiliency of thin bamb 

were used (shimbari technique). First, ethanol was impregnated under the detached coating Ii Im and 

hell pieces to make it easy for animal glue to permeate. Then animal glue was impregnated with a 

brush. A small amount of ethanol was also added to animal glue to increase permeation (Figs. 14, 15, 

16, 17, 18). 

-Th is year, the left and right sides and the back of the body were press-stabi I ized. 

Photographs after the completion of restoration work 

-Photographs were taken of the coffer after the process of restoration for th is year was completed. 




